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まス がき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 一般 社団法人 日本 
農業 業 会 （JFMMA) 及び 一般 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本 工業 
規格 を 改正す べきとの 申出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本 工業 
規格で ある。 

これによ つて， JISB 9212:2001 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

なお， 平成 25 年 7 月 19 日までの 間 は， 工業 標準化 法 第 19 条第 1 項 等の 関係 条項の 規定に 基づく JIS マ 
ーク 表示 認証に おいて， JISB9212:2001 による ことができる。 
こ の 規格 は， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 又は 実用新案 権に 抵触す る 可能性が ある ことに 注意 
を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願 及び 実 
用 新案 権に 関わる 確認に ついて， 責任 はもたない。 



(2) 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 



曰 本 工業規格 



JIS 
B 9212:2012 



刈 払 機 用 回転 刈 刃 
Bush cutter saws 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 主と して 農林 業に おいて 小径 木 又は 雑草の 刈 払い 作業に 使用す る 刈 払 te の 回転 刈 刃 （以下， 
刈 刃と いう。） について 規定す る。 ただし， い 草 用な どの 特殊 用途の もの は 除く。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 

JIS B 4053 切削 用 超 硬質 工具 材料の 使用 分類 及び 呼び 記号の 付け 方 

JIS B 7420 限界 プレーン ゲージ 

JIS B 7502 マイクロ メータ 

JIS B 7503 ダイヤル ゲージ 

JIS B 7507 ノギス 

JISB7516 金属製 直 尺 

JIS B 7726 ロック ゥヱ ル 硬さ 試験 一 試験機の 検証 及び 校正 

JISG4401 炭素 工具 鋼 鋼材 

JIS Z 2245 ロック ゥヱ ル 硬さ 試験 一 試験 方法 

3 種類 

刈 刃 は， その 使用 目的で 種類 分けし， 下 刈 • 草 刈 用 及び 草 刈 用の 2 種類と する。 下 刈と は， 小径 木， か 
ん木 を 含む 雑草の 刈 払い をい う。 

なお， 刈 刃に は その 形状の 違いに よって 丸の こ 刃， 切 込 刃 及び 超 硬 チップ 付き 刈 刃 （以下， 超 硬 チップ 
ソ 一とい う。） が ある。 丸の こ 刃 及び 超 硬 チップ ソ 一は 下 刈が できる 刈 刃で， 切 込 刃 は 主に 草 刈 用で ある。 

4 超 硬 チップ ソ 一の 区分 

超 硬 チップ ソ 一の 区分 は， 超 硬 チップの 刃 形， あさりの 有無 及び 目立て （研磨） 処理の 有無に よって， 
表 1 のとお り 区分す る。 区分 別の 刃 形の 例 を 図 1 に 例示す る。 
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表 1 一 超 硬 チップ ソ一 の 区分 



ぽ 4> 
IA 刀 


め C リ 


臼 ブカ n, fflfJ 
曰 に yik^^ 


一般的な 使用 目的 


A 

/\ 


め リ 


あり 


下 刈 • 草 刈 用 


D 
D 


C 


草 刈 用 


D 


なし 


なし， 


E 


あり 


注記 1 あさり は， 図 2 のめ 及び. ?2 を 参照。 

注記 2 目立て 処理と は， 図 2 に 示す 先端 逃げ 角 a, 先端 傾き 角ぶ， 側 

面 逃げ 角 e を 設け， 先端 部分 を 鋭角に する ための 研磨 処理 を 

いう。 




5 形状 • 寸法 

刈 刃の 形状。 寸法 は， 表 2 による。 



著 ff*l»m に よ り IWi での M, 転載 尋は讓 止 さ れて お り ま す。 



3 
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表 2 — 形 状， 寸法 




a) 丸の こ 刃 



b) 切 込 刃 



C) 超 硬 チップ ソー 



単位 



刈 刃の 区分 



呼び 寸法 



外径 



D 



厚さ a> 



穴径 



許容 差 



她') ） 

(刃 数） 



歯の 高さ W 
h 



丸の こ 刃 



200X 1.25 



200 



土 3 



200 X 1.4 



200X 1.6 



200X 1.8 



1.25±0.06 
1.4 + 0.15 
1.6±0.]5 
1.8±0.15 



25.4 



+ 0.15 





70 
80 
90 



230 X 1.25 



230 



230 X 1.4 



230X 1.6 



230X 1.8 



255 X 1.25 



255 



255 X 1.4 



255 X 1.6 



255； 



• 8 



切 込 刃 



200 X 1.25 



200 



200) 



,4 



200X 1.6 



4 

8 

12 



200 X 1.8 



230 X 1.25 



230 



4 枚の 場合 
40 以下 

8 及び 12 枚 
の 場合 
20 以下 



230X 1.4 



230 X 1.6 



230X1.8 



255 X 1.25 



255 



255 X 1.4 



255 X 1.6 



255 X 1.8 



超硬チ ッ プ 
ソー 



200X 1.25 



200 



200 X 1.45 



200X 1.65 



1.25 
1.45 
1.65 



230X 1.25 



230 



230X 1.45 



230 X 1.65 



255 X 1.25 



255 



255X 1.45 



255 X 1.65 



±0.06 



20 以上 



注 本体 厚さ をい う。 めっき， 塗装 をした 場合 は， それ を 除いた 厚さと する C 
W 歯 数 （刃 数） 及び 歯の 高さ （/?) は， 参考 値で ある。 
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6 超 硬 チップ ソー 各部の 名称 

超 硬 チップ ソー 各部の 名称 は， 図 2 による, 




t t w 




D 



, 52 



、 


U 


1 

パ 2 













すくい 面視 



逃げ 面視 



番号 


名称 


① 


本体 


② 


超硬チ ッ プ 


③ 


逃げ 面 


④ 


すく い 面 


(5) 


側面 


© 


癱室 


® 


歯 底 （はぞ こ） 


® 


窓 穴 



名称 


記号 （参考） 


名称 


記号 （参考） 


外径 


D 


先端 逃げ 角 


a 


穴径 


d 


刃先 角 


P 


ピッチ 


P 


すくい 角 


7 


歯の 高さ 


h 


切削 角 


S 


本体の 厚さ 




先端 傾き 角 


X 


あさ り 




横す くい 角 


X 






側面 向 心 角 


S 






側 画 逃げ 角 






図 2 — 超 硬 チップ ソー 及び 各部の 名称 



著{1^111法にょ り焦鲥での輋續， lilW は囊 止されて お り ます。 



5 
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7 品質 

7.1 丸の こ 刃 及び 切 込 刃の 外観 

丸の こ 刃 及び 切 込 刃の 外観 は， 割れな どの 欠陥が あって はならない。 また， 使用 上 有害な きず， さびな 
どの 欠陥が あって はならない。 
7.2 超 硬 チップ ソ一 の 外観 

超 硬 チップ ソ 一の 外観 は， 次に よる。 

a) 超 硬 チップ は， 使用 上 有害な きず， 欠け， 割れな どの 欠陥が あって はならない。 

b) 接合 部 は， 使用 上 有害な 隙間， 気泡な どの 欠陥が あって はならない。 

C) 超 硬 チップ ソ 一の 仕上げ は， 使用 上 有害な だれ， 刃 こぼれが なく， 良好で なければ ならない。 

d) 本体 表面 は 平滑であって， 割れ， 裂け， まくれな どの 欠陥が あって はならない。 また， 使用 上 有害な 

きず， さびな どの 欠陥が あって はならない。 
7.3 刈 刃の 振れ 

刈 刃の 振れ は， 9.3 に 規定す る 測定 を 行った とき 表 3 による。 



表 3 — 刈 刃の 振れ 

単位 mm 



刈 刃 


軸 方向の 円周 振れ 


半径 方向の 円周 振れ 


丸の こ 刃 
切 込 刃 


0.6 以下 


0.3 以下 


超 硬 チップ ソー 本体 


0.5 以下 



7.4 刈 刃の 硬さ 及び 硬さの ばらつき 

刈 刃 本体の 硬さ 及び 単体 1; 内の 硬さの ばらつき は， 9.4 に 規定す る 試験 を 行った とき， 表 4 による。 
なお， 硬さ は 4 点の 測定値が 全て 表 4 を 満足す る ものと し， 硬さの ばらつき は， 4 点の 測定値の 最大値 
と 最小値 と の 差が 表 4 を 満足し な ければ な ら ない。 
注 1^ 1 枚の 刈 刃 本体 を 表す。 



表 4 一 硬さ 及び 単体 内の 硬さの ばらつき 



刈 刃 


硬さ 皿 C 


単体 内の 硬 さの ばらつき HRC 


丸の こ 刃 
切 込 刃 

超 硬 チップ ソー 本体 


40〜50 


2 以下 



7.5 刈 刃の 厚さの ばらつき 

丸の こ 刃 及び 切 込 刃の 単体 " 内の 厚さの ばらつき は， 厚さ 1.25 mm の もので は 0.12 mm 以下， 厚さ 1,4 mm 
以上の もので は 0.3 mm 以下 と し， 超硬チ ッ プソ 一本 体の 単体 内での 厚さの ばらつき は 0.12 mm 以下 と す 

る。 

7.6 超硬チ ッ プソ一 本体の 曲 げ強 さ 

超 硬 チップ ソー 本体に 窓 穴が ある 場合， 本体の 曲げ 強さ は， 9.5 に 規定す る 試験 を 行った とき， 割れの 発 

生が あって はならない。 
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7.7 超 硬 チップの 接合 強さ 

超 硬 チップ ソ 一にお いて， 本体と 超 硬 チップとの 接合 強さ は， 9，6 に 規定す る 試験 を 行った とき， 剥離が 
発生して はならない。 

8 材料 

8.1 刈 刃 本体 

刈 刃 本体に 使用す る 材料 は， J1SG4401 に 規定す る SK85， 又は 使用 上 これと 同等 以上の 品質 を もつ もの 

とする。 

なお， 同等 以上の 品質と は， JIS G 4401 に 規定す る SK65 以上の 炭素 量 を 含有し， かつ, りん 及び 硫黄 
の 含有量が 0.03 % 以下の 鋼 種と する。 
8.2 超 硬 チップの 材料 

超 硬 チップ ソ 一の 刃先 部に 使用す る 超 硬 チップの 材料 は， JISB 4053 の 4. (呼び 記号の 付け 方） に 規定 
する K30， 又は 使用 上 これと 同等 以上の 品質 を もつ ものと する。 

なお， 同等 以上の 品質と は， 硬さが HRA85 以上で， 曲げ 強さ （抗折 力） は 1 500 MPa 以上の ものと する。 

9 試験 方法 
9.1 形状， 寸法 

刈 刃 本体の 形状 • 寸法の 測定 方法 は， 表 5 による。 



表 S — 形 状 • 寸法の 測定 方法 



項目 


測定 方法 


外径 


JIS B 7507 に 規定す る ノギス， 又は JIS B 7516 に 規定す る 2 級の 金属製 直 尺に よって 行う。 


穴径 


JIS B 7502 に 規定す る 内側 マイ クロ メータ， 又は J1SB 7420 に 規定す る 穴の 公差 1T12 の ブラ 

グ ゲージに よって 行う。 


1 子 


歯 底から 5 〜： 15mm 内側の 円周 上 を 4 等分した 4 か 所で， JIS B 7502 に 規定す る マイ クロ メー 

夕に よって 行う。 



9.2 外観 

刈 刃の 外観 は， 目視 による。 
9.3 刈 刃の 振れ 

刈 刃の 振れの 測定 は， 次に よる。 

a) 刈 刃の 軸 方向の 円周 振れ 軸 方向の 円周 振れ は， 図 3 に 示す ように 歯 底から 5〜15 mm 内側の 円周 上 
の 振れ を， JISB 7503 に 規定す る ダイヤル ゲージ を 用いて 測定し， その 最大値で 表す。 

b) 刈 刃の 半径 方向の 円周 振れ 半径 方向の 円周 振れ は， 図 3 に 示す よう に 外周 上の 振れ を JISB7503 に 
規定す る ダイ ャル ゲージ を 用いて 測定し， そ の 最大値で 表す。 



著作権法 により 無断での 転載 等 は 禁止され ております。 
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ダイヤル ゲージ 
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振れの 測定 位置 
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注記 測定装置 は， 一例 を 示す ものである。 この場合の フラン ジの 直径 は， 外径 (D) の 1/3 以下と する。 



9.4 刈 刃 本体の 硬さ 

刈 刃 本体の 硬さ は， JIS B 7726 に 規定す る 口 ッ クウ ヱル 硬さ 試験機 を 用いて， JIS Z 2245 の 試験 方法に 

よって 行う。 

な お ， 測定 はメ Ij 刃の 円周 上 を 4 等分した 4 か 所で 行 う 。 
9.5 超 硬 チップ ソー 本体の 曲げ 強さ 

超 硬 チップ ソ一 本体に 窓 穴が ある 場合に は， 曲げ 試験 を 行う。 超 硬 チップ ソー 本体から 窓 穴 を 含む 試験 
片を 採取す る。 試験 片は， 窓 穴 を 形成す る 円弧のう ち， その 最小 半径 を 曲げ 位置に 含む 円周 方向 （刈 刃の 
中心 線に 対し 直角 方向） に 長さ 40 mm をと り， 幅 Lmm とする。 採取 方法 及び その 一例 を， 図 4 a) に 示す。 

なお， 試験 片に 含む 窓 穴 を 形成す る 円弧 は， 基本と して 半円と する。 ただし， 採取 不可能な 形状の もの 
はこの 限りで はない。 

曲げ 試験 は， 図 4 b) に 示す ように， V ブロックに 本体から 採取した 試験 片を 載せ， l〜10mm/s の範画 
の 速さで V ブロックに 当たる まで 力 を 加える。 試 馬食 結果の 確認 は， 目視 による。 



図 3 — 軸 方向の 円周 振れ 及び 半径 方向の 円周 振れの 測定 方法 
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単位 



中心 線 




試験 片の 幅ん 



曲げ 位置 



試験 片の 幅ん 




曲げ 位置 




試験 片の例 1 試験 片の例 2 

a) 試験 片の 採取 方法 及び その 一例 

力 



R = 7.5f 




b) 試験 方法 
図 4 一曲げ 試験 



著作 胃 に よ り での 癀 IL lEWr' は 禁止 さ れて お り ま す。 
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9,6 超 硬 チップの 接合 強さ 

超 硬 チップの 接合 強さ は， 超 硬 チップ ソーを 図 5 のように 固定 ジグに 取り付け， 超 硬 チップの 部分に 
1 000N の 力 を 1 分 間 かける。 



9.7 超 硬 チップの 曲げ 強さ （抗折 力） 

超 硬 チップの 曲げ 強さ （抗折 力） は， 材料 製造業 者の 試験 成績 書に よる。 

10 受渡 検査 

刈 刃の 受渡 検査 は， 寸法， 外観， 振れ， 硬さ， 並びに 超 硬 チップ ソ 一にお いて は 本体の 曲げ 強さ 及び 超 
硬チ ッ プの 接合 強さ について 行い， 箇条 5 及び 箇条 7 に 適合し な ければ な ら ない。 
検査 は， 合理的な 抜 取り 個数で 行う。 

11 表示 

製品に は， 表面に 次の 事項 を 容易に 消えない 方法で 表示す る。 ただし， 製造業 者 名 又は その 略号 若しく 
は 登録商標 は 刻印に よる。 

a) 規格 番号 

b) 製造業 者 名 又は その 略号 若しくは 登録商標 
C) 種類 （"下 刈 • 草 刈 用" 又は "草 刈 用"） 

d) 呼び 寸法 

e) 刈 刃 本体の 材料 名 又は 記号 

f) 回転 方向 

回転 方向の 表示 は， 長さ 50mm 以上の 矢印で， 使用者が 通常の 刈 払い 作業の 姿勢で 上から 見える 面 
とする。 

g) 製造番号 又は ロット 番号 

12 取扱い 上の 注意事項 

刈 刃の 取扱い 上の 注意事項 を， 包装， 製品の 添付 文書な どに 記載す る。 




図 S — 超硬チ ッ プの 接合 強さ の 測定 
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刈 払 機 用 回転 刈 刃 

解 説 



この 解説 は， 規格に 規定 * 記載した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 

この 解説 は， 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， これに 関する 問合せ 先 は 日本規格協会 である。 

1 今回の 改正までの 経緯 

この 規格 は， 1978 年に 制定され， その後 1988 年 及び 2001 年 （以下， 旧規 格と いう。） に 改正され， 現 
在に 至ってい る。 制定の 趣旨 及び それぞれの 改正の 趣旨の 概要 は， 次のと おりで ある。 

a) 制定の 趣旨 当時 100 種類 以上あった 刈 刃の 取 付 部の 寸法 及び 外径 を 統一す る ことによって， 刈 刃の 
互換性 を 確保す る 必要が あり 制定され た。 制定に 当たって は， 農業 機械学 会が JIS 原案 を 作成した。 
その後， 1979 年 6 月 30 日付で 工業 標準化 法 第 19 条 による 品目 指定が された。 

b) 1988 年 改正の 趣旨 規定 内容の 明確 化 を 図る ことが 生 目的で， 実質的 規定の 内容の 変更はなかった。 

なお， 改正に 当たって は 社団法人 日本 K ？: f 《械 工業 会が JIS 原案 を 作成した。 
C) 2001 年 改正の 趣旨 当時， 国内で 刈 払 ft; に ト上- 川され ている 刈 刃の 約 70 o/o は， チップ ソ 一とい われて 
いた。 しかし， 現行の 規格に は， チップ ソ 一の 規定がない ため， 規定 内容 を 変更す る ことなく， 日本 
農業 機械工業 会規 格で ある JFMMAS0003 [刈 払 ぉ；^ 用 超 硬 刈 刃 （チッ ブソー)] を 追加す る 改正 を 行つ 
た。 

今回， 社団法人 日本 農業 機械工業 会 は， JIS 原案 作成 委員会 を 組織し， JIS 原案 を 作成した。 この JIS 原 
案 を 主務大臣 である 経済 産業 大臣に 申出し， 日本 工業 標準 調査 会で 審議 議決され， 平成 24 年 7 月 20 日付 
で 公示され た。 

2 今回の 改正の 趣旨 

2001 年に 改正して から 11 年 経過し， この間 引用 規格 及び 規定 内容に 変更が 生じて おり， また， 一部 規 
定の 誤り も みられる。 その他， 最近 刈 払 機に 関わる 事故が 散見され， 使用者の 安全の 確保の 観点から 改正 
を 行う ことと した。 今回の 改正に よって 不都合が なくなる ものと 期待され， 併せて 使用者の 安全性 及び 利 
便 性の 向上が 図られる。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

今回の 改正 審 J で 特に 問題と なった 事項 は， 次のと おりで ある。 

a) この 規格 は， 従来 対応 国際規格がない という ことで 進められ てきた。 今回， 改正に 当たって IS07113 
の 取扱いに ついて 審 謎した 力、 小径 木 専用 刈 刃の ため 取 付 部 寸法が 全く 異なるな ど， 適用 範囲が 異な 
るので 対応 国際規格に は， 当てはまらな いとした。 

b) 材料に ついては， 最近 安価な 製品が 輸入され 粗悪な 製品が 流通して 問題で はない かとの 意見が でた。 
刈 刃 本体の 材質 は， 旧規 格で は "JISG4401 に 規定す る SK5 (現在の SK85)， 又は 使用 上 これと 同等 
以上の 品質 を もつ もの" とされて いる 力ぶ， 材質の 妥当性， "同等 以上" の 判断が 問題に なった。 審議の 

解 1 

著作権法 によ り 無断での 複製， 転載 尊 は 禁止され てお ります。 



11 

B9212 ： 2012 解説 



結果， "同等 以上の 品質と は， JISG4401 に 規定す る SK65 以上の 炭素 量 を 含有し， かつ， りん 及び 硫 
黄の 含有量が 0.03% 以下の 鋼 種と する。" とした。 
C) 超 硬 チップ ソー 本体の 窓 穴に ついて， 最近 軽量 化 及び デザイン 性の 向上の ため 穴の 多い ものが 多い と 
の 意見が あり， 加工 不良と それに 伴う 強度 不足の 懸念が 指摘され た。 このため， 窓 穴の プレス 加工に 
よる 強度 不足 確認の ため， 試験 片の 形状な ど 試験 片 採取 方法 を 明確に した。 

4 適用 範囲に ついて 

この 規格 は， 主として 農林 業に おいて 小径 木 又は 雑草の 刈 払い 作業に 使用す る 刈 払 機の 回転 刈 刃 （以下， 
刈 刃と いう。） について 規定す る。 今回の 改正に おいて， "い 草 用な どの 特殊 用途の もの は 除く。" の 削除に 
ついて 検討した が， 旧規 格の ままと した。 

5 規定 項目の 内容 及び 主な 改正 点 

5.1 種類 （箇条 3) 

旧規 格で は， "丸の こ 刃"， "切 込 刃" 及び "超 硬 刈 刃 （チップ ソ 一）" のように 刈 刃 本体の 形状で 種類 分 
けして いた 力 s， 今回， 使用者の 利便 性 を 考慮して 使用 目的で 種類 分けす る こと と した。 
5.2 超 硬 チップ ソ 一の 区分 （箇条 4) 

図 1 (超 硬 チップの 刃 形の 例） に "逃げ 面 視"， "すくい 面視" 及び "回転 方向" を 明示し， 超 硬 チップ 
の 刃 形 を 分かりやすく した。 
5.3 形状 • 寸法 （箇条 5) 

厚さに ついて， 換装 など を 含む かどう か 意見が でた が， 本体 厚さで ある こと を 注で 明確に した。 

また， 表 2 の 図 を 修正し， 正確 性 を 期した。 
5.4 品質 （何条 7) 
5.4.1 削除 項目 

旧規 格から 削除した 項目 は， 次のと おりで ある。 

a) 切れ味 刈 刃と して 当然の ことで あり， 今更 規定す る 意味 もない とのこと で 削除した。 

b) 超 硬 チップ ソ 一の 外観の 刃の 仕上げに ついて， 表面 粗 さは "最大 高さ 25 より 良好で なければ なら 
ない" と 規定して いたが， 現在の 技術水準から あえて 必要ない こと， 及び 測定法 （JIS B 0659-1 によ 
る "比較 用 表面 粗 さ 標準 片" との 比較 法） に 必要な 標準 片が 附属 書 （参考） に积于 したのに 伴い， こ 
の 規定 を 削除した。 

5.4.2 刈 刃の 硬さ 及び 硬さの ばらつき （7.4) 

丸の こ 刃 及び 切 込 刃の 硬さに ついて， "45〜50" を "40〜50" へ 変更した。 一般的に， 小径 木な どの 切断 
に 用いられる 丸の こ 刃 は 高い 硬さが 要求され る 力、 主に 雑草 刈に 用いられる 切 込 刃 は 小径 木 ほど 硬さ を 要 
求され ない。 したがって， 製造 事業者の 製品 闋発を 阻害し ないた めに 硬さの 範囲 を 広げる ことと した。 
5,5 材料 （箇条 8) 

JIS の 品質 • 性 能に 満たない 粗悪な 製品が 流通し， それに 起因す る 事故が 散見され る。 また， 同様の 国 
内外 製の 超 硬 チップ ソ 一が JIS 認証 を 受けて いる ことから， 超 硬 チップ ソ 一の 品質， 安全性 を 維持 向上 さ 
せる ために も， 刈 刃 本体 及び 超硬チ ッ プ ソ 一の 材質 を 明確 にす る 必要が あ る 。 

このため， 今回， 次のように， 刈 刃 本体の 材料と 超 硬 チップの 材料との 二つに 区分して 明確に 規定した。 
a) 刈 刃 本体 同等 性が 問題に なり， 解説の 箇条 3 に 記載した ように 明確に した。 

なお， 同等 性と して SK65 以上と した 理由 は， 炭素 工具 鋼 鋼材で あり 熱処理に おける 欠陥 発生が 少 

m 2 
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なく， 強 じん （靭） 性が 得られる ことに 配慮した。 
b) 超 硬 チップの 材料 旧規 格で は， チップの 抗折カ を 規定して いた 力、 試験 方法が JIS B 4053 の 1998 

年 改正に よって 削除され たので， 材料 だけで 規定す る ことと した。 ただし， 同等 以上の 品質の 規定と 

して 旧規 格の 抗折カ を 残した。 
5.6 試験 方法 （箇条 9) 
5.6.1 形状 * 寸法 （9.1) 

穴径の 測定に 使用す る プラグ ゲージの 穴の 公差に ついて， 旧規 格が 誤ってい たため， IT8 から IT12 へ修 

正した。 

5.6.2 刈 刃の 振れ （9J) 

ダイ ャルゲ 一 ジ での 測定 だ けで 可能と なって いるので， 万能 投影機 による 方法 を 削 除した。 
5.6.3 超 硬 チップ ソー 本体の 曲げ 強さ （9*5) 

解説の 箇条 3c) で 記載した ように， 本体の 曲げ 強さの 試験 片の 採取 方法 を 明確に し， 強度 不足の 対応 を 
図った。 具体的に は， 試験 方法 を 明確に する ため 試験 片の 採取 方法 を 規定 するとと もに， 一例 を 示した。 
5.6.4 その他 

品質の 規定の 改正に よって， 表面 粗 さの 試験 方法 を 削除した。 
5.7 表示 （箇条 11) 

"種類" を 追加し， 使用 目的 を 明確に する とともに， JIS 認証 品で あるた め "規格 番号" 及び "製造 番 
号 又は ロッ ト 番号" を 追加した。 
5.8 取扱い 上の 注意事項 （箇条 12) 

使用者の 安全 を 確保す るた め， 取扱いに 関する 注意事項 を， 包装， 製品の 添付 文書な どに 記載す る 規定 
を 追加した。 

6 懸案 事項 

刈 刃の 製造に 当たって は， 環境 面から 使用す る 製造 設備， 原材料， 副 資材， 補助 材料， その他に ついて 
次の 事項 を 考慮す る 必要が あるとの 意見が でた ため， これらの 事項 を 今後の 検討 事項と した。 

a) 人の 健康 を 害する おそれの ある 製造 方法 及 び 製造 設備 を 使用 して はならない。 

b) 人の 健康 を 害する おそれの ある 原材料 及び 資材 （副 資材 • 補助 材料） を 使っての 製造 を 行って はなら 
ない。 さらに， 製造に 伴い 発生す る 廃棄物に 関しても 人の 健康 を 害するな ど 環境 を 汚染させる こと 力 S 
あって はならない。 

C) その他， 人の 健康 及び 安全 を 脅かす おそれの ある 製造 環境 （作業 環境） で， 製造して はならない。 

7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 

刈 払 機 用 回転 刈 刃 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 

所属 

三重 大学 大学院 
株式会社 やまびこ 
経済 産業 省 製造 産業 局 
農林水産省 生産 局 

解 3 

著作権法 により 無断での IMft INI 等 は 禁止され ております。 



夫 樹弘聪 

名 邦 良 純 

ft 藤 山山 野 

佐 中 永 今 

長 }} 

員 事 員 

委 幹 委 



(関係者) 

(事務局) 

(幹事） 

(委員） 

(関係者) 
(事務局) 



13 

B9212 ： 2012 解説 

財団法人 日本規格協会 

一般 財団法人 日 本 品質保証 樣構 

独立 行政法 人 農業 • 食品 産業 技術 総合 研究 機構 

全国 農業協同組合 連合会 

社団法人 日本 農業 機械化 協会 

全国 農業 機械 士協 1* 会 

社団法人 林業 機械化 協会 

全国 農業 機械 商業 協同組合 連合会 

日本 クライス 株式会社 

津村鋼 業 株式会社 
皆 川 農 器 製造 株式会社 
経済 産業 省 産業 技術 環境 局 
ハス クバ ーナゼ ノア 株式会社 
株式会社 日光 製作所 
株式会社 カネ シカ 

社団法人 日本 農業！^ 械 工業 会 
社団法人 日本 農業 機械工業 会 
分科会 委員 を 示す。 



刈 払 機 用 回転 刈 刃 J1S 原案 作成 委員会 分科会 構成 表 

氏名 所属 

株式会社 やまびこ 
日本 クライス 株式会社 

ハス クバ 一 ナゼノ ァ 株式会社 
津村鋼 業 株式会社 
皆 川 農 器 製造 株式会社 
株式会社 日光; feM 乍 所 
株式会社 カネ シカ 
財団法人 日本規格協会 
社団法人 日 本 農業 機械工 梁 会 
社団法人 日本 農業 機械工業 会 

(執筆者 高嶋 憲ー) 



樹也浩 勇 蔵 男 功男 一 史 

良昌 壽幸 恒憲礼 

山 本 口村 川 本 鹿 山嶋本 

中 橋 田 津皆福 金 朝 高 松 



男 誠 善行 志次史 一 也 勇 藏男浩 男 功 一 史 ， 

ま 

恒 茂 栄 宣 徳 研 啓 昌 壽 智 幸 憲 礼 印 

〇 

山山 本 田 村 林 山 江 本 村 川 藤 口 本 鹿嶋本 

P 言 

朝 片塚北 澤小内 永 橋 津皆内 田 福 金高 松 注 

〇 〇〇〇〇〇〇 
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著作権法に よ り 無断での m 轚瞻 等は髎 止されて お り ま す。 



女』18規格??{及び315規キさ^^き!1^にっぃてのぉ問/^せは， ffi お KJ%; 'が tS? 導 uifJ まで， できる 限り 電子 
メール （E-mail :sci@jsa.or,jp) 又は FAX ； (03)3405-554 1 ] TEL [(03)5770-1571] でお 願いいた しま 
す。 お 問合せに お答えす るに は， 閱係 先への 確 „S ，が 必要な ケースが ございま すので， 多少お 時 
間が かかる 場合が ございます。 あち かじめ ご了承く ださい。 

★ JIS 規格 菜の 正誤 票が 発行 さ れた 場合 は， 次の 要領で ご 案内 いたします。 

(1) 当!) 発行の 月刊; 志 "tJ? ゆ 化と 品： WTT- 现" に， 正'; の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 原 m として B (21 日が： KM'Fl, 日 Bfr プ曰 X は (4； 口の 合に は， その 翌日） に， "日経 産 
紫 新 liir 及び "日刊 ェ 新 NT の JIS 発行の 広告欄で， 正 票が 発行され たお S 規格 番号 及 i 
び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 協会の J1S 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正誤 票が 発行され た 場合， 自動的 

にお 送りいた します。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 出版 事業部 営業 サービス ュニッ ト [FAX(03)3583-O462TEL(03)3583-8002] 
まで， お 申込みく ださい。 



JISB92I2 
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平成 24 年 7 月 20 日 第 I W 発行 

ffl i ^ 
発行所 

一般 財団法人 日本規格協会 

T107.S440 3D; (都 港 R 赤 坂 4 丁目 卜 24 
htlp://wwwJsa,or.ip/ 



名 古 愿 支部 〒460-0008 名古屋 市中 区栄 2 丁目 6-1 白 川 ビル 別鲔内 

TEL (052)22 1 -ぬ 16( 代表) FAX (052)203-4806 

M 西 支部 T541-0053 大 [5 巿 中央 P: 本 町 3 丁目 4-10 本 町 野 付 ビル 内 

TEL (06)626 U8086(ft^<) FAX (06)6261-9114 

広 島 支部 〒730-0OU 広 動 市中 区 基 町 5"44 広 島 商！: 会 織 所 ビル 内 

TEL (082)221-7023 FAX (082)223'7568 

福 岡 支部 〒81 2 -(3025 ？ iii 岡 巾- 1 せ 多 区 店!^ 町 1-31 博 多 アーバン スクェア 内 

TEL (092)282-90«0 FAX (092)282-9 i 1 8 
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